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岡山大学算数 .数学教育学会中学校数学学力診断調査プロジェクトは､ゆとりの中で ｢生
きる力｣の育成を実現するための中学校数学授業改善を目指している｡授業改善に当たって
は､手始めに中学校数学 ｢数と式｣｢図形｣｢数量関係｣等の各領域に関する基礎的 ･基本的
な学力診断調査を実施し､学力の実態を繕えた授業改善を目指すことを計画した｡
学力診断調査の実施に際しては､新学習指導要領で削除される指導内容を対象外とするな
ど､今後の中学校数学科の授業改善に資する基礎的 ･基本的な学力の実態が解明されるよう
に､学力診断調査問題を工夫した｡IEA報告では ｢数学の成顔はよい｣ということであるが
30%削減の新学習指導要領により､学力低下が危恨されているところである｡
そこで､我々が岡山県内の中学生を対象にして実施した中学校数学 ｢数最関係｣領域に関
する教科督レベルの基礎的 ･基本的なの学力診断訴査の結果について中間報告する｡
Ⅰ はじめに
平成 10年7月の教育課程辞儀会の答申の中
で､中学校数学科の授菓改善の基本方針が次の
ように示されている｡
ア 改善の基本方針
(ア)小学校､中学校及び高等学校を通じ､
数量や図形についての基礎的 ･基本的な知
識技能を習得 し､それを基にして多面的に
ものをみる見方や論理的に考える力など創
造性の基礎を培うとともに､事象を数理的
に考察し､処理することのよさを知り､自
ら進んでそれらを活用しようとする態度を
一層育てるようにする｡
(イ)そのために､日常生活における様々な
事象との関連を考慮しつつ､ゆとりをもっ
て､自ら課題を見つけ､主体的に問博を解
決する活動を通して､学ぶことの楽しさや
充実感を味わいながら学習を進めることが
できるようにすることを重視して内容の改
善を図る｡
この方針に従って､授業時数の縮減の程度以
上に指導内容が30%も厳選され､ゆとりをも
って数量や図形に関する基礎的 ･基本的な内容
を自ら学び､自ら考え､確実に身に付けること
ができるようにすることが強調された｡
そこで､我々は基礎 ･基本の確実な定着を図
る指導の徹底を目指し､数量や図形についての
基礎的 ･基本的な学力の達成度の現状把握をす
るために､学力診断調査を実施したO
中学校数学 ｢数量関係｣の領域に関する学力
診断押査問題は､基礎的 ･基本的な学力の達成
度を調べるために､教科番水準の問題にしたD
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特に､次の点を明らかにし､授業改善に袈す
る､中学校数学 ｢数量関係｣に関する学力の実
態が判明することを期待 している｡
①理解や定密が困難な達成状況にある指導内
容とその要因
② ｢っまずき｣をしやすい指導内容とその要
因
Ⅱ 中学校数学 ｢数量関係｣ に関
する学力診断調査方法
1 調査の実施時期
中学校数学 ｢数丑関係｣の領域に関する教科
沓水準の基礎的 ･基本的な学力の達成度を調査
するためには､学年中途よりも学年末の方が妥
当であると考えた｡理由は､この時期に実施す
ればすれば､全ての中学校が教科等を活用した
当該学年の指導事項に関する指導を終えてお
り､数学授業によって ｢数丑関係｣に関する基
礎的 ･基本的な学力の定着を図ることができた
かどうか､その達成度を客観的に調べることが
できると考えたからである｡
<実施時期>
平成 12年3月1日～3月 10日
2 調査対象 (中間集計)
岡山県内の中学校6校 (岡山 ･倉敷 ･笠岡
等)､N-1123名
･第 1学年 ; 252名
･第2学年 ; 464名
･第3学年 ; 407名
3 調査領域等
1)調査領域
･中学校数学 ｢数量関係｣
2)中学校数学の基礎的 ･基本的学力
自ら学び自ら考えるなどの[生きる力｣の育
成を目指す中学校数学では､知織 ･技能だけで
なく､自ら学ぶ意欲､思考力､判断力､表現力
等を含めて基礎的 ･基本的な学力と考えること
が大切であるC
このように基礎的 ･基本的な学力をとらえ､
下記の学習指斗要録の観点別学習状況の4観点
を具体的な学力とした｡
･｢関心 ･意欲 ･態度｣
･｢数学的な見方や考え方｣
･｢数学的な表現 ･処理｣
･｢数量関係に関する知識 ･理解｣
Ⅲ 学力診断調査結果の達成度の
分析方法
1 達成規準の設定
中学校数学 ｢数丑関係｣に関する基礎的 ･基
本的な学力の達成度を学力診断調査の結果から
判定するためには､調査対象とする学力の凄い
により､次のような達成規準を設けた｡
1)｢関心 ･意欲 ･態度｣の達成規準
ペーパーテス トで ｢関心 ･意欲 ･態度｣の達
成度を診断評価するためには､Open-Endの問
題を用意 した｡その診断 ･評価に当たっては､
少なくとも1つ以上の正答があれば､｢関心 ･
意欲 ･態度｣に関する学力は､おおむね達成し
ているものと判定することにした｡
2)｢知識 ･技能｣の達成規準
｢知識 ･理解｣及び ｢表現 ･処理｣に関する
学力の達成については､70%の達成値を期待
して学力診断調査問題作成 したので､これを達
成規準値とした｡ したがって､この基準値を上
回ればおおむね達成と考えることにした｡
3)｢数学的な見方や考え方｣の達成規準
｢数学的な見方や考え方｣に関する学力診断
調査問題は､記述式で出増 した｡推論の方法に
は類推､帰納､演揮により異なるが､根拠とな
る既習事項を列挙しているかどうかで判定し､
学年によって異なるが､おおむね60%の通過
率を想定することにした｡
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Ⅳ 学力診断調査結果
1 第 1学年 :中学校数学 ｢数量関係｣に
関する学力診断調査結果の考嶺
(1)｢数量関係｣についての ｢関心 ･意欲 ･
態度｣の達成度
'--I-"l"I-11日."-"-"-'-HlH-'1+=■`●=●･一･.d･1-･-I.-･ヽ
至結論 :比例関係-の関心 ･意欲 ･態度の妻I l
l 達成度は低い IL._._._._"_._._._,._._"_"_"_._._.."I"._._._._.J
第 1学年では､生徒自らが ｢数量関係｣につ
いて学び考えようとする ｢関心 ･意欲 ･態度｣
の達成度を診断評価する問題としては､回 の
Open-Endの作間を用意した.
回 下の絵を見て比例関係にある問題を作
りなさいo
また､その関係を式で表しなさい○義
間頗
式 l
回 は絵を見て､自由に比例関係にある事象
を見つけて作問し､その関係を式に表す問層で
ある｡｢ガソリンの量と値段｣｢ガソリンを入
れる時間とタンクに溜まる畳｣rガソリンの量
と車の走る距離J等､依存関係が比例の関係に
ある事象-の関心 ･意欲を持ち､これを式で表
現しようとする態度の達成度を診断 ･評価する
ものである｡
診断調査の結果､比例の関係にある問膚を少
なくともlつ以上作間できた生徒は51.2%
であった｡比例の意味の理解の達成度を調べた
E] (次頁参剛 の通過率が75.4%である
ことを勘案すれば､比例の意味理解が不十分だ
から､比例関係にある作間ができなかったとは
考えにくい｡やはり､生徒が実生活に関連づけ
て､比例の関係にある事象をとらえようとして
いないことの現れであると考えられる｡
また､無答の生徒も30.2%いた｡こうし
た約3割の生徒は､比例関係にある事象-の関
心 .意欲は低く､問題づくりに進んで取り組も
うとしなかったものと考えられる｡
したがって､比例関係にある間牌の作間の通
過率等の結果をみる限り､比例関係-の生徒の
関心 ･意欲の達成度は極めて低いことが判明し
た｡
(2)｢数量関係｣についての ｢数学的な見方
や考え方｣に関する達成度
至結輸 :比例関係に関する ｢数学的な見方や至I I
■ 考え方｣の達成度は低い ■lH_‥_._…_._._._._‥_…_‥_‥_‥_=_=一日_=_=_=_._._‥_‥J
第1学年では､｢数学的な見方や考え方｣の
達成度を評価する間唐として､E]を用意した.
E]毎分3げ っ水を入れると､80分でい
っぱいになる水そうがある｡毎分x且ずつ水
を入れるとき､いっぱいになるまでy分かか
るとして､yをxの式で表しなさい｡
- 43-
前ページの回は､依存関係にある事象の数量
の関係に着目し､その数丑の関係が反比例の関
係にあることを､既習の反比例の意味や比例定
数の者味を根拠に思考 ･判断し､自分はもちろ
ん相手にも分かるように推論を進める過程を記
述するようにしたものである｡
診断調査の結果､反比例の意味や比例定数の
意味を根拠に推論を進めることができた生徒は
43.3%であった｡
同じ問題を式で表現すること (表現力)につ
いては､通過率が64.7%である｡反比例の
関係に着目し､その関係を式で表現することが
できても､その考えを既習事項を根拠にして筋
道を立てて説明することはできにくい状況にあ
ることが判明した｡
したがって､数畿関係に関する ｢数学的な見
方 ･考え方｣の達成率は､予想通り極めて低い
ことが判明した｡
(3)r数量関係｣についての ｢表現 ･処理J
に関する達成度
!結論 :比例関係に関する ｢表現 ･処理Jに 妻I l
■ 関する学力はおおむね達成度が高い｡きし_._._‥_‥_._._._‥_._._‥_.ー‥_‥_._._._._._‥一._.ー‥J
1)比例関係を式表示する表現能力の達成度
第 1学年における ｢数量関係｣に関する表
現 ･処能力としては､比例の関係を式表示する
ことがある｡
比例の関係を式表示できるかどうかその達成
度を調べる間悟としてE]を用意した｡
E] yがxに比例 し､x-2のときy-5
となっています｡
次の間に答えなさい｡
(1)yをxの式で表しなさい｡
｢ ~~]
E]はyがxに比例するという意味を理解し
た上で､比例の関係を文字式で表す表現力を問
う基礎的 ･基本的な問題である｡比例関係を式
表示する力に関する通過翠は75.4%であっ
た｡通過率を70%と想定していたのでおおむ
ね達成できたと考えている｡
一方､反比例について式表示する力の達成率
はやや不十分でった｡これについては､下記の
回 (3)の問摩により診断評価した｡
回 xとyの対応が次の表のようになってい
いますo次の間に答えなさいo
x l L_3L_2l-lloLI J2 J
y l l4 6ー 112ー ×ト2l l
(1) xとyとの間には どんな関係があ
りますかo l(2)省略
(3) yをxの式で表しなさいol l
回 (1)の反比例の意味理解 (｢知識｣)に
関する通過率は80.6%であった｡これに対
して､回 (3)の通過率は64, 7%であっ
た｡
上記のことから､反比例の意味は理解できて
いても､それを数学の言葉である文字式を用い
て表現することは､やや達成不十分であること
が判明した｡
比例の関係にある事象を式表示する場合と反
比例の関係にある草魚を式表示する場合とを比
較した溶合､前者の達成率の方が高い0
2)比例関係をグラフに表す表現力の達成度
ア)座標に表したりよんだりする力の達
成度
座標に表したり､座標をよんだりすることは､
基礎基本の根底である｡この達成度を調べた問
題が回 である｡
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B]次の図について次の間に答えなさい.
(1)点Cの座標を求めなさい｡
(2)省略 (3)省略
(4)次の点を図に示しなさい｡
D (2,5), E (0,-5).
F(3,5)
B](1)は､座標をよむ問題であり､B](4)
は座標に表す問題である0回 (1)の通過率は
93.3%であり､極めて達成率が高い｡また､
(4)については､Dの通過率が92.9%､E
の通過率が81.7%､Fの通過率が87.7
%であった｡座標をよんだり､座標に表 したり
する基礎的 ･基本的な表現能力は､極めて高い
ことが判明した｡
イ)比例関係をグラフに表す表現能力の
達成度
基礎的 ･基本的な表現力に､グラフ表現があ
る｡そこで､基礎的 ･基本的な比例､反比例の
式をグラフに表す力の達成度を診断評価する問
題として､次の間題を用意したO
回 次の関数のグラフを書きなさいO
1) y--3X(2 6X X
回 (1)の正比例の関係をグラフにかく表現
力の通過率は73.0%であった.また､@](2)
の反比例の関係をグラフにかく表現力の通過率
は78.2% であった｡
関数の関係をグラフに表す表現力の達成度は
おおむね高いことが判明した｡
(4)｢比例関係｣についての ｢知鼓 ･理解｣
に関する達成度
至結論 :数丑関係に関する r知敢 ･理解｣に 至I 1
･ 関する学力はおおむね達成度が高い ≧I._._._._._"_"_._._._._._._._._"_.""_"_._._._.".J
第 1学年の数丑関係に関する基礎的 ･基本的
な ｢知鼓 ･理解｣については､比例及び反比例
の概念理解がある｡この達成度を診断評価する
間膚として次の問題を用意 した｡
回 xとyの対応が次の表のようになってい
います○次の間に答えなさいo
xl l_3l-2l-lloll l2 l
y ト f4J6 Jl2[× 卜12l l
(1)xとyとの間には どんな関係があ
回 (1)は､既に習った反比例の知n ･理
解を根拠に⊥て､ xとyの変化や対応のきまり
からその関係が反比例になっていることを見出
す間借である｡
この間牌の通過率は､80.6%であったo
Lたがって､基本的な反比例の知稚 ･理解の達
成規準は､おおむね達成していると考えられる｡
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2 第2学年 :中学校数学 ｢数量関係｣に
関する学力診断調査結果の考秦
(1)r一次関数｣についての ｢関心 ･意欲 ･
態度｣の達成度日-'-'■-+I-･4日IHlt･-Hl'･1'･-'●-Hl'rd'4+IlIH~"-'-=-"I
至結論 :一次関数のグラフ-の関心 ･意欲至I l
･ ･態度の達成度はおおむね高い｡至I"_._._._"_"_"_._._._._._._.."._.川._._._.I_._.I
一次関数-の関心 ･意欲 ･態度についての達
成度については､次の問題回の一次関数のグラ
フ-の多様な気付きを基に診断評価しようとし
たOすなわち､この間層は Open･Endの問題で
あり､ただ1つの正解が存在する問題ではない｡
従って､自ら学び､自ら考える意欲的な生徒は､
1つの気付きだけではなく､多様な気付きを答
えたくなるものと考え､その意欲的な取り組み
の態度を診断評価するものである｡
回 次のグラフは関数y- ax十bのグラフですo
気がついたことを笹きましょう.
y 2W (1)
㍗ X
2つ以上の正解である気付きを記述した生徒
は､一次関数のグラフ-の関心 ･意欲 ･態度が
十分達成 していると診断評価することにした｡
これに該当する生徒は23.3%であった｡ま
た､少なくとも1つの正答の気付きをしたもの
をおおむね達成と考えたが､これは78.8%
であった｡したがって､一次関数のグラフ-の
-の関心 ･意欲 ･態度の達成率はおおむね良好
であると考える｡
(2)｢一次関数｣についての r数学的な見方
や考え方｣の達成度
日~‥~`◆~‥~`~‥~=■日■=~=~=~=~日~=~日~=~日~=~=~=~■●一日ヽ
享結論 :一次関数に関する関数的な見方や至I l
■ 考え方の達成度は低い｡ ■I"_._._._._._._._._._日."_"_"_._._._."._._._"I
これについては､一次関数の事象に関する具
体的な変数や定数をとらえることができるかど
うかで､その達成度を診断評価することとした｡
そのために､次に示すような問題回 (2)を
用意した｡
E]下の図の良方形ABCDは縦が4cm､横が
6cmです｡
点pはBから出発して､辺BC上をCまで
進むものとします｡
Bからxcm進んだときの多角形ABPDの
面積をycmtとします.
二二
(1)yをxの式で表しなさい｡
(2)(1)で求めた式で､xに比例する部分と､
定数の部分は､それぞれ上の園のどんな量
を表していますか｡
診断調査の結果､ xに比例する部分に関して
論理的に説明する間席の通過率は14.4%で
あった｡また､定数部分について論理的に説明
する間層の通過率は､24.2%であった0
両者の結果から､一次関数の関係にある具体
的な数量を変量や定量を見て､それらを比例の
意味等を根拠に筋道を立てて説明する力の達成
度は極めて低い状況にあることが分かった｡
(3)r一次関数｣についての ｢表現 ･処理｣
の達成度'~■-■~‥~‥~●■~●~●~‥■●■■-'~■~■~●■~=~●■~‥~‥■~■●~■●~●ヽ
妻結論 :一次関数に関するグラフの表現力!'I l
■ はおおむね高いが､式による表現章I l
一 力は低い 1
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ア)一次関数のグラフに関する表現力の達成
度
一次関数に関する表現 ･処理能力の達成度を
診断評価する間膚として､次の一次関数のグラ
フをかく閉居を用意したo
E] 次の一次関数のグラフをかきなさい
(1)y-2x-1 (2)y--2x+3
y
回 (1)の通過率は75.5%であり､(2)
の通過率は74.9%であった｡
一次関数をグラフに表す力はおおむね達成で
きているものと思われる｡
イ)一次関数を式に表す表現力の達成度
関数に関する基礎的 ･基本的な｢表現 ･処理｣
には､式表示力がある｡一次関数を式表示する
力の達成度を診断評価する問題として､次の問
題を用意した｡
回 次の条件を満たす一次関数の式を求めなさ
い｡
(1)x-5の時､y-3で､xが5増加すると､
yは2増加する｡
(2)グラフが2点 (2,3),ト 5,-ll)
を通る｡
(3)グラフが点 (1,-2)を通り､直線
y--3xに平行である｡
一次関数の式表示に関する達成度を診断評価
する 回の通過率は､次に示すように低いもの
であった｡
一次関数の式表示力の通過率
回 (1卜 - 44. 5%
回 (2)- ･53.3%
回 (3)- ･50.7%
いずれの通過率も50%前後であり､期待値
の70%大きく下回る達成状況であったO一次
関数を式に表して表現処理するという基礎的 ･
基本的な力の達成度は､低いということが分か
った｡
前ページ間周回 (1)も文字式による一次
関数の表現.処理能力の達成度を診断評価する
問魔である｡ 一次関数の意味理解を踏まえて､
それをx､ yの文字を用いて一次関数の関係に
表現する問題であるが､通過率は44.3%で
あった｡
間腰回及て更 ](1)の結果により､一次関数
を文字式で表現する力の達成率は､不十分な状
況にあることが判明したO
(4)｢一次関数｣ついての ｢知銀 ･理解｣
の達成度)I-I-=-IlH1-.11lrl-ll-'1-'llll1-l-1-11-日-"I"-=一日llヽ
至結輪 :一次関数に関する知織 ･理解の連至I 1
一 成度はおおむね高い｡ lI.川._._"_"_"_._._..".,"_"_"_._._._"_"_._.+._HJ
一次関数に関する ｢知放 ･理解｣の達成度を
診断評価する問層として､一次関数のグラフの
傾きと切片を問う基礎的 ･基本的な間膚を用意
した｡
回 一次関数y-3x+4についてグラフ
の傾きと切片をいいなさいo
y-3x+4について､文字式からグラフの
傾きをよみとる力の達成度は､おおむね商い｡
通過率70%と想定していたが､やや高めの
76.9%であった｡一方､一次関数のグラフ
に関する切片の理解については､通過率が91.
7%あり､十分達成している状況にあった｡
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3 第3学年 :中学校数学 ｢数最関係｣に
関する学力診断調査結果の考察
(1)｢二次関数｣についての ｢関心 ･意欲 ･
態度｣の達成度I++r一●◆-●-･.■●.●L･.--一日lAl91日■41--'J"-I-1日●=■JlI'-l-日-Ltl
妻結輪 :二次関数の変化を表に書いて調べ享I l
･ ようとする関心 ･意欲 ･態度に開きI l
･ する達成度は､はおおむねよい｡至I._._..-,._"_._._.肘."_."._._._.."_._._._."._J
次の間感回は､｢考え方｣を記述させている
ので､本来､｢数学的な見方や考え方｣の達成
度を診断評価する問題であるoLかし､見方を
変えれば､二次関数の変化の割合を表に書いて
嗣べようとする r関心 ･意欲 ･態度｣の達成度
を診断評価する問題とみることもできると考え
た｡
回 関数y-2x2について､xの値が3か
ら5まで増加するときの変化の割合を求め
なさい｡
xの増加に伴うyの増加を表に書いて調べよ
うとする ｢関心 ･意欲 ･態度｣の達成度を問廟
回によって診断評価したい｡
結果は､xの増加に伴うyの増加を表に書い
て変化の割合を調べようとした生徒の通過率
は､75.7%であった｡関数関係における変
化や対応の様子を表に書いて調べようとする態
度の育成は､小学校算数から継続的に漸次指導
されてきているところである｡ 75.7%の通
過率があったことから､関数関係にある数量の
変化の様子を表に沓いて調べようとする関心 ･
意欲 ･態度はおおむね達成されているように思
われる｡
(2)｢二次関数｣についての ｢数学的な見方
や考え方｣の達成度4L■｡■-｡一日～◆｡-｡-｡'-l･--●･.-1･Jd･-･●-●一JIl4'1'●■lI"141"-"ヽ
亨結論 :変化の割合を表に書いて訴べる思至I l
･ 考法の達成度はおおむねよいが､妻I I
･ 応用的な思考力は達成不十分であきI t
■ る｡ lI._"_._._._._._"_._"_._"_._"_._._._._._.小.-'-I
ア)変化の割合を表に普いて調べる思考法
の達成度
(1)で取り上げた問題回 は､本来､変化
の割合を表に書いて考えるという ｢数学的な考
え方｣の達成度を診断評価する問題であると考
える｡通過率は75.7%あり､達成状況は概
ねよいと考える｡
イ)応用力についての達成度
既習の数量関係についての基礎的 ･基本的な
数学的な知識 ･技能､数学的な考え方等を活用
する力の達成度を診断評価する閉居として､次
の間虜を用意した｡
回 恥 ､ところから物を自然に落とすとき､
x秒後までに落ちる距離をymとすると､
y-5x2という関係があります｡
この運動について2秒後から4秒後まで
の間の平均の速さを求めなさい｡
閉居回 は､既習の変化の割合の考え方を､
物が落下する事象に活用して解く問題である｡
すなわち､平均の速さは､(落下する距離)/
(落下する時間)という考え方が活用される｡
間願回の通過率は46.9%であった｡変化
の割合の考え方を活用する力の達成率は､極め
て低い状況にあることが判明した｡
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(3)｢二次関数｣についての ｢表現 ･処理｣
の達成度
'-日.‥~●l-'-l-'-◆■-1.I●`-'L-l-"~"-'-'-"-1'-'~=●●◆~=ヽ
至結論 :基礎的 ･基本的な二次関数の式及至I 1
' びグラフ表現力は､十分達成され享I 1
` ている｡ ■A.""_._._"_._"_._._._._._"_"_._._"_._"_._._"I
ア)二次関数に関する式による表現力の達
成度
二次関数の関係をx､yの文字を用いて式表
示する力の達成度を診断評価するために､次の
間題を用意した｡
日 次の盤合 ､ x ､yの関係を式 に衣 し な さい○
(1)yはxの2 乗 に比例 し､x -- 3の とき
y-72であ るO l l
(2)関数y- ax2で､x-2のときy--8
文字式を用いて二次関数の関係を式表示する
間原口 (1)(2)の通過率は､次の通りであ
った｡
問題且の通過率
E] (1)･･･80.6%
E] (2)･･180.3%
この結果から見れば､簡単な場合についての
二次関数に関する式表示の力は､十分達成され
ている状況にあることが分かったO
イ)二次関数のグラフを直観的によむ力の
達成度
二次関数の関係を直観的に表現 t処理する力
として､グラフに書いたりよんだりすることは
重要なことである｡そこで､二次関数のグラフ
を直観的によむ力の達成度を診断評価するため
に､次の間題を用意した｡
回 下の図は､3つの関数
y- 1xZ y-x2 yニ ー lx2
3 2
のグラフを同じ座標軸を使ってかいた1､の
です｡
問題@]の通過率は､下記の通りである｡
問題回 の通過率
巨細- ･91.6%
巨珍 - ･90.7%
匡匝 - ･93.6%
この結果によれば､直観的に二次関数のグラ
フをよむ力は､十分達成しているものと思われ
る｡ しかも､この結果は､二次関数のグラフと
二次関数の式とが結びついて理解されていると
いう好ましい達成状況を示している｡
(4)｢二次関数｣についての ｢知鼓 ･理解｣
の達成度.4~■●■◆■●~●ー●'-1'-'･一･'-Il"-"-".'■=~'-"-=~●↓-▲`■M■~+4ヽ
妻結給 :二次関数についての知秩 ･理解はきI l
● やや達成不十分である｡ -I._._=_‥_=_=_‥_‥_"_"_.."._._=_‖_,..._._,._"_..….∫
実生活の事象で二次関数の関係にあるものは
｢斜面を転がる球の速さと時間｣｢車の速さと
制動距離｣等がある｡こうした二次関数の関係
にある事象についての知識 ･理解の達成度を診
断調査するために､次の間牌を用意したo
回 右の図の正方形ABCDは1辺が8cmです｡
点 pは毎秒2cmの速さで､AからBまで動き､
点 Qは毎秒2cmの速さで､AからDまで動
きます｡2点 P,Qが同時にAを出発してからx
秒後の△APQの面積ycm 之とします｡
次の間に答えなさい｡
(1)x､yの関係を
式に表しなさい｡
｣…_二 二 .1
D/ 一 &帥 -＼ C
'AQE ] ｡
開襟回 (1)は､x､yの関係を式に表すよ
う求めているので､数丑関係についての ｢知成
･理解｣の達成を診断評価するだけでなく､｢数
学的な表現 ･処理｣の達成度を診断評価する問
題でもある.ここでは､点 p､Qが動く時間x
と△ APQ の面積yとの間に2乗に比例する関
数関係があることを理解できているかどうかに
視点をあて､二次関数に関する r知稔 ･理解｣
の達成度を診断評価するものである｡
診断調査の結果､通過率は65,8%であっ
た｡期待値を70%と設定していたので､xと
yの数丑関係が2乗に比例する関係にあるとい
う知識 ･理解の達成率､はやや低い状況にある
ことが判明した｡
(5)｢確率｣についての r知放 .理解｣及び
｢表現 ･処理｣の達成鹿
妻結論 :確率についての ｢知織 ･理解｣及妻) [
･ び ｢表現 .処理｣に関する達成鹿妻I 1
` はおおむね達成されている｡ ●J._."._"_"_._._._._.",._.一._"_._._._._._._._.J
蓋然的事象である確率は､平成元年告示の学
習指導要領から､難しいという理由で中学校｢数
学｣の第3学年で取り扱われるようになった｡
確率に関する知識 ･技能の達成度を診断評価
する問席として､次の間層を用意 した｡
E]袋の中に､赤玉が4胤 白玉が2個､育玉
が3個入っていますo
この袋の中から玉を1個取り出すとき､次
の確率を求めなさいo
(1)赤玉が出る確率
｣ 二 二 二｣
(2)赤玉または白玉が出る確率
｢ ｢
間画司の通過率は下記の通りであった｡
確率についての ｢知織 ･技能｣に関す
る通過率
回 (1)･- 93.9%
E](2)A- 90.4%
通過率をみると､巳 (1)､(2)のいずれも
通過率が90%を越えており､基礎的 ･基本的
な確率に関する知隷 ･技能については､十分達
成できていることが判明した｡
Ⅴ 結 語
教科書l/ベルの中学校数学 ｢数量関係｣にお
ける基礎的 ･基本的な数学の学力診断調査の達
成度の特徴的な傾向を学年毎にまとめた｡
学年を通してみると､全般的に数量関係に関
する基礎的 ･基本的な ｢数丑や図形に関する知
砥 ･理解｣及び ｢数学的な表現 .処理｣は､お
おむね達成状況が良好であった｡
しかしながら､｢数学-の関心 ･意欲 ･態度｣
は第 1学年で､｢数学的な見方や考え方｣につ
いては全学年を通じて達成状況がやや不十分な
状況にあった｡
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中学校数学 :第1学年 ｢数量関係｣に関する
□ )･が.に比例 し. ∫=2のときJ=5となっていま
T.次のIT.I)いに答えなさい｡
()) JをTの式で泉 しなさい.
(2)Lt.例定牡はい くらでTか.
E] .とyのTl応が状の轟のようになっていまT･
状のTほし､に答えなさい.
(I) ∫と).のあいだには t'んなW仔があ りますか｡
(2)Y=2にT･1応するJの他を求めなさい.
(1) Jを .の式で衷 しな さ い ｡
@] 枚の図について次のrigL､に等えなさい｡
(1)点Cの埋けを!R(
めなさい.
いてJ,S対称な点の
TIBはを.求め/Jさい｡
y
A
)
∫
8
(.I)FtIDと何点について点対抑 /J点の唾絹を求めなさい･
川 状の点 を_Lの同に示 し/Jさい,
D(2,5) E(0.-5) F(-3.5)
回,wPw2霊Y･,ぅフtab(tE7Z乞い｡ 37･7'/
5
-～ O
E] Ql分 3げ っ水を入れると.80分でいっぱいlこな
る水そうがある.毎分 .rtTつ水を入れるとき.いっ
ぱいになるまでy分かかるとして.Jをtの式で轟し
なさい.
回 状のEZlの長別壬A8CDは. A
帳が4C口1hlが 10cm でT.
点PはBから山托して.iDBC
上をCまでiutJtIのとし.Bか
らxcロ1ユ止んだときの△A8P
の冊付をycmlとしまT.
次の問いに苗えなさい.
(I)JをTの式で衷しなさい.
(2)文政Jの茨城を示 しなさい.
E] 次のグラフは.正比例と反比けlO)グラフで J･
yをLの式で丸しなさい.
r7) El)
～
-～
1`' 73･CF
回 下の給を見て比例W係にある間Blを作 りなさい･
また.そのM旅を式で恭し/Jさい.
∫/､27･
(患者 ヲ久27(.) 式∫2･8方
中孝枝数学 :第2学年 ｢数量関係｣に関する
口 yが xの 1枚仙故で次の轟のような祖をとっている･
このとき.長の空 らんにあてはまる蚊を求めなさい･
∫ -Ll -2 0 2 一 6
回 右の田の長別iABCDLま一
枝が4cm.桝が6cmです.
点PはBから出花して.辺 BC
上をCまで述tJtJのとします. 4cm
^′一･一･･6cmへ ･-､D
62･Dr.
E] 】状rLD故 y=3x+4についてグラフの柳きと
切片をいいなさい｡
Mき 7d､タX U]片 p/I77(a
回 状の名刺 ま. 1枚M放y=2x+3のグラフJ=の点
である.⊂=コ にあてはまる敗を答えなさい･
A(-5.薗)8(麺 .L7 )
@] 状の 1枚W敗について,xのJM Diが 4であるとき
の Yの柑JH且を睨めなさい,I
(I) y=盲x-I
(2) )･=-3x+5
【司 ′人の一次Ⅶ班のグラフ をか きなさい｡
(I) γ=2∫-1 (2) γ =-2∫+3牡JYo '/ A Pg
V
∫
回 状のAI'f巧 みたす一次Ⅶ鋲の式を淡めなさい･
川 x=r'の とき.),=3で,t'か らJCH)[け るとyは 2
哨ノ)Hlる｡
4(〆.i;i
(l) I/ラフ1)t2点 (2,3).(-5,- 1日 を泊る.
(･1) ク ラブが爪 (I.-2)を泊 り.JtL糊y=-3xに
-1i寺子である.
Bからxcm 遊んだときの
多角1TとABPt)の面冊をycロ】'
とします.
次の問いに苔えなさい.
(I) yを∫の式で轟しな き い.
二 二 二
B＼xcm-/ 中
=lコ
4(4.3oZ
(ZH l)で攻めた式で.xに比けけ る部分と.連敗の即分
は.それでTl.上のC2)のとんなJLを轟していまTか.
xに比qlTる帥分
/1､40/
定故の齢 51
(3)変蝕x.変態yのそ1･それの変Iiを示 しなさい.
i-LO変J或 13.,/メ乞
yの変域4/.lX
@] 次の91ラフは,棚 y-ax+bのグラフです.
(I),(叫こついて.気がついたことを書きましょう.
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グ･jld'縛 IfD芹
承d'&レ132､3劣
ap:宰叔 ∫､∫7:
変容/C10D/0)
(2)
./A(0･2)丘漆5 44670
.蘭〆,煮い､ 〆∫岩
.細 FdL殖 ]､竹富
,bバ･遜 否齢い7t20/
(媒 /3､8g)
中学校数学 :第3学年 ｢数量関係｣ に関する
口 次のLB今. x ,JのW蹄を式に鼓しIJさい･
(1) yはJrの 2Alこ比例し,,=-3のときJ=72で
ある.
(2) W放′=axTで.∫=2のときJニー8である,
回 W放7=2ifについて.xのGlが3から 5までql
J)日するときの変化のtrJ合を,求めなさい.
変化の吉相 7ft70/.
回 恥 ､ところから物を日掛 こ落とすとき･x抄牡ま
でに招ちるfF;i(をyrnとTると.y=5･7いうnJI仲があ
ります.この漣thについて2秒後から4秒後までのNlの
rH均の速さを求めなさい.
@] Tの団は.3つのrq敗
･-巨 ,-JT･ ,-一十
のグラフを同じ座は軸を使ってかいたものでT｡O.②.
③は.それそJtと●のnJl故のグラフになっていまTか.
回 右の切の正別 三ABCDは l
iZが 8ctnでT.点Pは 匂抄 2cm
の速さで.AからBまで肋き.
点Qは匂抄2cm の速さで.人か
らDまで肋きます｡2点P.Q
が同時にAを出先してからx抄
牡の△APQの両帝をycmIと
します.
次のriqいlこ苔えなさい.
(1) I,YのW冊を式に轟しなさい.
(2).r,yの変Liを収め
∫の… 6L/A
'の変域 IJ./I/
8cm - ＼ C
･〒E i ｡
(3) そのグラフをかきなさい.
L久j･/
E] Lつのさい･-ろ主脚 /るとき･5以上のBbLLhも相
中を求めなさい.
E] 鞍の中に,赤玉4臥 白玉2臥 再玉 3個が入って
いま十.この技から玉を1個取り出Tとき.次のmqtを
求めなさい.
(1)赤玉が出る汀中
(2)赤玉または白玉がLiるほ申
@] Lからは で故事をかいたカー ドが 川 ずつありま
Ti言 ≡完 去吉ミ志言;TL: D]E]回 @]
取りLtiした1日に左から右へ並べ
て2けたの故を作ります.次の陀中を求めなさい.
(l)その地政が苛政となる托申
(2)その世故が 3のは放となる相中
(平成 13年5月21日受理)
